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事業再構築補助金採択のお知らせ 

 

今般、当社の「ゼロエミッションを実現する高機能放熱基板の製造（新分野展開）」が事業再構築補助金 

(以下「補助金」という。) に採択されました。 

今後は、補助金を活用し、株式会社 U-MAP（本社：愛知県名古屋市、代表取締役 CEO：西谷 健治氏、

以下「U-MAP」という。）との連携の下で「高強度窒化アルミニウム基板」の量産を目指します。 

記  

1. 補助金に採択された事業(以下「本事業」という。) の概要 

ＥV 等に用いられるパワーエレクトロニクスの性能向上に必要不可欠な機械強度の高い画期的な

放熱基板の供給を通じて、脱炭素社会の実現に貢献します。 

  

2. U-MAP との連携の下で当社が想定している本事業の範囲 

当社が有する LTCC 技術を活用し、シート塗工から焼成までの基板製造を担うことを想定。 

 

3. 本事業で取得を検討している製造設備 

混合/分散設備、成形設備、真空加熱焼成炉 

 

4. 本事業で期待できる脱炭素世界の実現への貢献 

パワーエレクトロニクス、EV 等の市場において、半導体回路基板の数量の増加と小型化により発

熱量が著しく増大してきており、放熱性の向上が望まれています。その際、他部材と接着される放熱

基板には高温/低温の繰返しサイクルによって破損しない機械強度(破壊靭性)と信頼性向上の要求も

増大しています。 

本事業は、放熱性が高く、かつ、機械強度の高いセラミック基板を供給することにより EV の性能

向上等を達成し、これを通じて、わが国の脱炭素世界の実現に貢献するものです。 

 

5. 今後の見通し 

本事業に必要な製造設備は、当社本社工場(千葉県柏市)の既存建屋内に設置可能であり、2023 年 7

月からの稼働を目指しております。 

以 上 


